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宮崎県機械技術センターの指定管理候補者の選定について 

宮崎県商工観光労働部企業振興課  

 

１ 施設の概要 

施設の名称 宮崎県機械技術センター 

所在地 宮崎県延岡市大武町３９番地８２ 

設置年月日 昭和５４年４月１日 供用開始年月日 昭和５４年４月１日 

設置目的 

県内機械金属工業の振興を目的とし、県内企業を対象として、センタ

ー設備の利用並びに機械金属工業に係る知識及び技術の修得など、各種

支援を行う。 

施設概要 

敷地面積：2,682.45㎡ 

建築面積：809.38㎡（本館 540㎡、別棟 226.5㎡、その他 42.88㎡）  

県有備品(機械設備等）：84点 

主な施設利用状況 

年度 技術指導(件) 技術相談(件) 設備利用(件) 依頼試験(試料) 

元 ２６２ ４０６ ２８６ １９４ 

２ ３４１ ３５２ ３５２ ９８１ 

３ ３１２ ３６２ ３８２ １，０５６ 

４ ２８５ ３６２ ３８７ １，４７４ 
 

現在の管理運営方法 
公益財団法人宮崎県機械技術振興協会が指定管理者として管理運営を

行っている。 

 

２ 指定管理者公募の概要 

募集期間 令和５年７月６日～令和５年９月７日 

指定管理者が行う 

業務の概要 

(1) 機械設備の利用に関する業務 

(2) 施設及び機械設備の維持及び保全に関する業務 

(3) 機械金属工業に係る知識及び技術の修得に関する業務 

(4) 研究開発・新技術導入促進に関する業務 

(5) 材料試験及び検査測定に関する業務 

(6) 使用料及び手数料の徴収に関する業務  

(7) 上記の業務に付随する業務 

 

 

指定管理者の 

選定基準 

(1) 住民の平等な利用が確保されること 

(2) 事業計画書の内容等が、公の施設の効用を最大限に発揮するもので

あること 

(3) 事業計画書の内容等が、管理運営に係る経費の縮減を図るものであ

ること 
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(4) 事業計画書の内容等を確実に実施するために必要な経理的基礎及び

管理に関する能力を有するものであること 

(5) 事業計画書の内容等が、地域への貢献等に配慮したものであること 

指定期間 令和６年４月１日～令和１１年３月３１日（５年間） 

指定管理料基準価格 

（上限額） 
年額６８，７６１千円（５年間で３４３，８０５千円） 

 

３ 審査方法等 

審査の流れ 

（書類審査） 

・提出された申請書等について、県が募集要領に示した資格要件の適否を

審査する。 

（指定管理候補者選定委員会による審査） 

・外部委員のみで構成する指定管理候補者選定委員会を開催する。選定委

員会では、書類審査を通過した応募者を対象に、各応募者のプレゼンテ

ーション及びヒアリングを行い、審査を実施する。 

（指定管理候補者選定会議による確認） 

・県の施設所管部局等で構成する指定管理候補者選定会議を開催する。選

定会議では、指定管理候補者選定委員会の審査結果を、施設所管課にお

いて選定基準等に基づき評価した結果と照らし合わせ、確認を行う。 

※指定管理候補者選定会議の確認後、県が指定管理候補者を選定する。 

指定管理候補者 

選定委員会 

委員 

委員長 馬場 拓 （一般社団法人宮崎県中小企業診断士協会 理事） 

委員 

羽生 宗浩（一般社団法人宮崎県工業会 事業担当課長） 

田辺 聖三（ＩＮＯＢＥＣＨ協同組合 副理事長） 

西片 奈保子（国立大学法人宮崎大学 研究・産学地域連携 

推進機構 産学官連携コーディネーター） 

白岩 寛之（独立行政法人国立高等専門学校機構 

都城工業高等専門学校 機械工学科 教授） 
 

指定管理候補者 

選定会議 

委員 

議長 商工観光労働部長 

副議長 商工観光労働部次長 

委員 

商工政策課長 

企業振興課長 

行政改革推進室長 
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審査項目・配点 

選定基準 審 査 項 目 配点 

①住民の

平等な利

用の確保 

施設運営に関する基本方針並びに県が示 

した管理の基準に対する理解及び対応 
15 

②公の施

設の効用

を最大限

に発揮す

る事業計

画 

次の業務に関する提案内容 

(1) 設備の利用に関する業務 

(2) 機械金属工業に係る知識及び技術の修得に関

する業務 

(3) 材料試験及び検査測定に関する業務 

(4) 研究開発･新技術導入促進に関する業務 

35 
指定管理者の業務に対する意欲 

利用者サービスの向上に関する提案 

施設目的・事業内容の周知及び利用者増への取組

に関する提案 

施設等の維持管理の適格性 

利用者満足度把握や苦情・要望対応、運営改善へ

の反映 

その他（施設の効用の発揮に対する提案等） 

③経費の

縮減等 

指定期間内に県が支払う指定管理料の提案額 

10 
業務遂行のための適切な経費の積算 

管理業務の効率化と経費の縮減に関する考え方・

提案 

④事業計

画を着実

に実施す

るための

管理運営

能力 

必要な体制の確保（適正な組織、人員配置、責任

体制） 

35 

職員の能力育成（研修体制） 

継続的に安定した運営が可能な財政的基盤 

事業計画及び収支計画の具体性、実現可能性 

個人情報保護への対応 

情報公開への対応 

安全管理、危機管理への対応 

その他（継続性・安定性に関する提案） 

⑤地域へ

の貢献等 

環境保全への対応 

5 地域経済への配慮 

障がい者及び高齢者等の就労支援への対応 

合  計   100 
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４ 審査結果等 

申請者 ・公益財団法人宮崎県機械技術振興協会（延岡市） 

審査結果 

・書類審査を行った結果、申請者は資格要件を満たしていると認めら

れた。 

・指定管理候補者選定委員会を令和５年９月２７日に開催し、書類審

査を通過した者のプレゼンテーション及びヒアリングを実施し、審

査を行った。 

審査結果は次のとおりであり、最低基準点（委員合計 500点満点

の６割（300点））以上である。 

 

公益財団法人宮崎県機械技術振興協会：４２２点 

・指定管理候補者選定会議を令和５年１０月１２日に開催し、選定委

員会の審査結果を、施設所管課において選定基準等に基づき評価し

た結果と照らし合わせ、確認を行った。 

 

選定会議の確認結果は次のとおりであり、最低基準点（100点満

点の６割（60点））以上である。 

 

公益財団法人宮崎県機械技術振興協会：８１点 

選定 

結果 

指定管理 

候補者 
 公益財団法人宮崎県機械技術振興協会（延岡市） 

選定理由 

・ 選定委員会の審査において、採点結果が最低基準点を満たしてい

ること、また、選定会議で審査結果は適当と確認したこと。 

・ 施設の管理運営を適正かつ着実に実施する能力を有していると認

められること。 

・ 事業計画において、施設の利活用促進に向けた新たな提案がなさ

れており、県内機械金属工業の振興への寄与が期待できること。 

 

＜新たな提案内容＞ 

・ 材料分析及び精密測定分野における新規設備のリースによる導

入 

・ デジタル系技術者の専門家派遣等による機械金属工業のデジタ

ルものづくりへの支援 

 


